
県立尼崎小田高等学校 創立 50 周年記念式典式辞 

 

日ごとに秋も深まり、色彩あふれる季節となりました。 

 本日、この佳き日に、兵庫県立学校長協会森本成己様、尼崎市長稲村和美様、兵庫県教育

長西上三鶴様、本校第１６代校長生駒勝信様、第 17 代校長中谷安宏様、同窓会、育友会関

係の皆様のご臨席を賜り、兵庫県立尼崎小田高等学校創立５０周年記念式典を、かくも盛大

に挙行できますことは、この上ない大きな喜びであります。教職員を代表し心より御礼を申

し上げます。 

 本来ならば、多くのご来賓や同窓生をお招きし、挙行すべきところではありますが、新型

コロナ感染症の状況を鑑み、可能な限り少人数で、また、短時間での式典となりますこと、

ご理解願いたいと思います。 

 

 さて、本校が設置されたこの「小田地区」は、明治２２年に市制、町村制が施行されたと

きに、尼崎町、小田村、立花村、園田村、武庫村、大庄村の６町村が発足し、大正５年、尼

崎町が立花村のうちの東、西難波を合併し尼崎市となりました。その後、昭和１１年に人口

約７万５千人にまで発展した尼崎市と、同じく約５万人となった小田村が対等合併し、現在

の尼崎市となりました。尼崎の市章の中央部に「小」の文字がデザイン化されているのはそ

のためです。本校はこうした歴史ある地に、昭和 47 年の創立以来、５０年の間に１７０４

４名にも及ぶ有為な人材を輩出して参りました。 

 

今から５０年前といえば、高度経済成長期まっただ中。日本の工業製品の質の高さが世界

に認められ「made in Japan」が粗悪なイメージから脱却した頃です。と同時に大気汚染や

水質汚濁が問題となり、この尼崎が「公害の町」と呼ばれていた頃でもあります。その後も

阪神淡路大震災や新型コロナウィルス感染症の拡大など、多くの困難を乗り越え、本校は５

０年もの歴史を紡いで参りました。その間、様々な場面で地域の方々が努力を重ねられ、現

在尼崎は「住みたい街」の上位に選ばれる都市となりました。そうした時代を背景に、本校

は発展して参りました。 

 

今、世界は Society5.0 と呼ばれる大きな社会変革を迎えようとしています。様々な情報が

ビッグデータとして集約され、Iot によりモノと人が繋がる社会。多くの職業が AI やロボ

ットの活用によって変化し、少子高齢化や食糧不足が解消される社会。そんな持続可能社会

に向けた具体的な取組が、新型コロナの影響も有り、加速度的に進んでいます。 

こうした考え方は一見、理想社会の実現のように思われますが、変化するということは、

予想だにしなかった新たな課題が生まれる可能性を含んでいます。そういう意味でも

Societi5.0 は、いわゆる「答えのない問い」に対して「よりよい答え」を導き出す力が必要



とされる社会でもあるわけです。 

 

本校は平成１７年度より４期にわたり、文部科学省のスーパーサイエンスハイスクール

の指定を受け、我が国最先端の教育活動に取り組んでおります。とりわけ今年度指定を受け

た４期目の５年間では、これまでの１６年にも及ぶ本校の「課題研究」や「探究活動」を事

例集やマニュアルとしてまとめ、全県に発信して参ります。 

こうした教育的取組は、先に述べた「答えのない問い」に真摯に向き合い、課題解決に取

り組む力を育成するだけでなく、生徒達が将来にわたって「学び続ける力」の育成にも繋が

っています。 

 

本校の教育指標である「Plain Living and High Thinking」はイギリスの著名な詩人ウィリ

アム・ワーズワースの詩の一節で、「生活は簡素に、理想は高く」という意味です。ワーズ

ワースはロマン派の詩人で、特に自然の美しさを詩に表した人ですが、フランスに渡った折、

フランス革命の惨状に心を痛め、その後、人の愚行を悲しむ詩をいくつか残しています。こ

の「Plain Living and High Thinking」は『ロンドン１８０２年』と題される詩の一部分で、

詩中で彼は、自然の美しさや豊かさに見向きもせず、利益や強欲に固執する愚かな人々への

悲嘆を歌っています。 

生徒達はこの教育指標のもと、実に質素に、礼儀正しく高校生活を送っています。そして、

まさにワーズワースの思いを実践するように、環境や国際問題、差別や貧困、地域医療や福

祉、防災について考察、研究を深めています。 

 今日まで５０年。皆様のご協力で紡いで参りましたこの歴史を、新しい時代の中でさらに

１０年、２０年とつなげていくためにも、今後も皆様のご理解、ご協力が不可欠と存じます。

創立５０周年記念事業をはじめこれまで本校の教育活動にご支援とご協力をいただいて参

りました、育友会、同窓会ならびに地域の皆様方に心より御礼申し上げますとともに、来賓

の皆様におかれましては今後なお、ご指導とご支援を賜りますようお願い申し上げ式辞と

いたします。  
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